
平成27年度　関西大学　国内研究員 研究支援グループ

学部 人数枠 資格 氏名 期間 主たる研究先 研究内容の概要 備考

1関西大学図書館

2国文学研究資料館

3東京国立博物館

4奈良国立博物館

1自宅

2大学研究室

3大学図書館

4大修館書店

5東京書籍

6英語辞書学に関する国内の学会、研究会

※ 規程 第４条第２項による在職年数及び年齢要件（いずれも平成27年4月1日現在）に抵触するものはありません。

文 全学で３名以内 教授 乾　善彦

商 全学で３名以内 教授 中邑　光男

大修館辞書編集部と話し合いを重ねて「読むための学習用英和辞典」の編集方
針を定め、編集委員会を結成する。次に、見出し語、用例、成句の書き方につい
てモデル原稿を作成する。執筆委員での執筆作業終了後は、執筆者・外部・編
集部からのコメントを参考に校閲作業を行い、この作業を繰り返し、辞書の完成
度を高める。

H27.9.21～
H28.9.20

H27.4.1～
H28.3.31

①表記体と文体から見た変体漢文と和漢混淆文の連続性の研究に即して、今
までの蓄積をまとめて一書とする。
②アジア文化研究センターおよび日本語古典籍データベース化の研究課題とし
て関西大学特殊文庫および一般書内の和書の調査と電子化の研究。
③近世言語生活資料としての往来物の調査と収集、整理を行い並行してこれま
でに積み上げてきた国語学史資料論に関する論文をまとめる。
④「日本語を学ぶ」で講じてきた内容を基に「日本語と漢字との密接な関係」に
ついての著書をまとめる。


